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知識や技能を競い合う
～第41回フォークリフト運転競技石川県大会～
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陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
石
川
県

支
部
（
小
林
篤
弘
支
部
長
）
は
、
8
月
22
日
（
土
）、

石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
に
お
い
て
、
第
41
回
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
運
転
競
技
石
川
県
大
会
（
協
賛

：

石
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
） 

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
遵
法
精
神
と
安
全
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け
る
安
全
作
業
の
確
立
と

労
働
災
害
の
防
止
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
本
年
は
各
事
業
所
を
代
表
す
る
6

名
の
選
手
が
参
加
し
、
日
頃
の
業
務
で
培
っ
た
知
識

や
技
能
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
入
賞

者
に
は
小
林
支
部
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡
さ

れ
た
ほ
か
、
審
査
員
よ
り
大
会
の
講
評
が
あ
り
、
出

場
選
手
の
健
闘
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
見
事
優
勝
さ
れ
た
粕
谷
京
平
選
手
（
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
中
部
㈱
石
川
営
業
所
）
は
11
月
に
愛

知
県
み
よ
し
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
石
川
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

知識や技能を競い合う
～第41回フォークリフト運転競技石川県大会～

陸災防

入賞を果たした3選手。左から、準優勝の中島康人選手（日本通運㈱北陸支店）、優勝の粕谷京平選手（ロジスティード中部㈱石川営業所）、
第3位の堀田晃生選手（ニッコン㈱金沢営業所）

挨拶をする小林支部長
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1．補助対象事業者
　保有車両5両以上の一般・特定貨物自動車運送事業者の中小企業者で、 過去3年間において行政処
分を受けていない者、または自動車リース事業者（社内安全教育以外）
2．補助事業の概要
　（1）先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援
　　　※令和8年4月1日以降に導入したものが補助対象となります。
　①受付期間
　　　令和8年6月30日～令和9年1月29日
　②補助対象装置等

補助対象装置 補助対象車両 補助率 補助限度額
①衝突被害軽減ブレーキ
　（歩行者検知機能付き） 車両総重量3.5トン超のトラック

1/2

10万円

②車間距離制御装置＋
　車線維持支援制御装置 トラック 10万円

③ドライバー異常時対応システム トラック 10万円
④先進ライト トラック 10万円
⑤側方衝突警報装置 車両総重量3.5トン超8トン以下のトラック 5万円
⑥後側方接近車両注意喚起装置 車両総重量3.5トン超のトラック 5万円
⑦統合制御型可変式速度超過抑制装置 ※バスのみ （10万円）
⑧アルコール・インターロック トラック 10万円
⑨事故自動緊急通報システム トラック 5万円
⑩車輪脱落予兆検知装置 車両総重量8トン以上のトラック 5万円
⑪道路標識注意喚起装置 トラック 3万円
⑫自動式前照灯照射方向調整装置 車両総重量3.5トン超のトラック 5万

　　※�①トラクタに装着するものであって、当該トラクタとともにトレーラーを導入する場合の補助限度額は、15万円
　　※�⑨、⑩後付けのものも可　ただし、補助対象は当該システムに係る認定申請を踏まえ、国交省において決定
　　※�⑨後付けの場合の補助限度額は３万円　また、サブスクリプション形式で提供される場合においては、

車両1台あたりの補助限度額は12カ月分の料金の2分の1
　　※�同一車両に複数の装置を装着する場合の車両1台あたりの補助限度額は、20万円（車輪脱落予兆検知

装置を備えた場合は25万円）

ご案内 令和８年度事故防止対策支援推進事業（国交省）

お問い合わせ（（1）ASV導入）
　公益財団法人日本自動車輸送技術協会（JATA）　補助金執行グループ
　◦申請ポータルサイト：https://ataj-asv.jp/
　　電話：03－4330－1024　※�受付時間：平日（年末年始・土日祝日を除く）�

午前9時～午後5時（正午～午後1時を除く）
　　問い合わせメールアドレス：kokuhojo@ataj.or.jp

※詳細については、当協会ホームページからもご覧いただけます。
https://www.ishitokyo.or.jp/　　HOME＞最新情報
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　会員各位におかれましては、下記の実施項目をもとに、不正改造の防止とと
もに確実な点検整備の実施を徹底してください。

【実施項目】
①�大型トラック（車両総重量8トン以上）のホイールの取付状態や燃料装置等
の重点箇所に係る点検の実施
②�黒煙濃度の悪化に大きな影響を与えるエア・クリーナ・エレメント、燃料フィ
ルタ、燃料噴射ポンプ等の点検・整備の自主的な実施

ご案内 令和８年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」

お問合せ　（一社）石川県トラック協会　TEL 076－239－2285

お問い合わせ（（2）〜（5））
　令和8年度被害者保護増進等事業費補助金事務局（TOPPAN㈱）
　○補助金サイト：https://hogo-zoushin.jp/r8/
　　電話：03－4446－4346　※�受付時間：午前9時～午後6時�

（土曜・日曜・祝日、及び年末年始を除く）
※詳細については、当協会ホームページからもご覧いただけます。

https://www.ishitokyo.or.jp/　　HOME＞最新情報

　（4）健康起因事故防止の取組に対する支援
　　　※令和8年4月1日以降に実施が完了し、支払いまで終了しているものが補助対象となります。
　①受付期間：令和8年7月31日～令和9年1月29日
　②補助対象：・睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング検査に係る経費
　　　　　　　・脳MRI健診（頭部MRI検査、MRA検査）に係る経費
　　　　　　　・�心臓超音波検査、心臓MRI、冠動脈CT、胸部単純CT検査、腹部単純CT検査、腹

部超音波検査（腹部エコー検査）に係る経費
　　　　　　　・�眼科検診（健診内容に視力検査、眼底検査、眼圧検査のすべてを含むものに限る）に係る経費
　　　　　　　　（上記検査は健康保険適用外として実施されるものに限る。）
　③補 助 率：検査に係る経費の１／２
　④1事業者あたりの上限額：50万円

　（5）社内安全教育の実施に対する支援
　　　※�令和8年4月1日以降に契約されるものであり、かつ令和9年1月29日までの間に完了す

るものが補助対象となります。
　①受付期間：令和8年7月31日～令和8年12月25日
　②補助対象：事故防止コンサルティングメニューであって、国土交通大臣が選定したもの
　③補 助 率：事故防止コンサルティング利用に対する経費の1／3
　④1事業者あたりの上限額：100万円
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10 業界NEWS

＜歩行者＞ 歩行者の安全確保と反射材用品の着用促進
＜自動車＞ 夕暮れ時の早めのライト点灯と飲酒運転や
　　　　   「ながらスマホ」の根絶
＜自転車＞ 自転車・特定小型原動機付自転車の
　　　　   交通ルールの理解・遵守の徹底

令和8年令和8年

期 間 9月21日(月)～9月30日(水)

点
重
の
動
運

～交通マナーアップいしかわ～

令和7年度交通安全ポスターコンクール　　小学校高学年の部

七尾市立中島小学校５年（入賞当時）　島田  彩生さんの作品
しまだ　　　あやせ

賞
秀
優
最

賞
秀
優
最

9月30日㈬は「交通事故死 ゼロ を目指す日」

秋の全国交通安全運動交通安全運動

石川県・石川県交通安全推進協議会
お問い合わせ／石川県生活環境部生活安全課（電話076-225-1387）
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・�前回より9.1ポイント増加し
た。

・�今後は4.7ポイント減少する
見込み。

�_
ú�w�6�•�W
（下請運送会社への委託割合）

｠

大幅に増加 やや増加 変わらない やや減少 大幅に減少
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前回

今回

見通

（-6.6）

（-10.4）

（-12.4）

・�前回より3.8ポイント増加し
た。

・�今後は5.8ポイント減少する
見込み。
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｠

大幅に好転 やや好転 変化なし やや悪化 大幅に悪化
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（‐20.2）

（‐26.6）

・�前回より13.2ポイント改善
した。

・�今後は19.6ポイント悪化す
る見込み。

【調査の概要】
　平成5年3月より開始、以降3カ月ごとに実施。第134回調査は、令和8年7月1日に、モニターに
対して調査開始、令和8年7月31日回収分までを集計。
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• �所定外労働時間は▲16.7（前回▲25.8）と9.1ポイント増加、貨物の再委託（下請運送会社への委託
割合）は▲6.6（前回▲10.4）と3.8ポイント増加した。
• �経常損益は▲7.0（前回▲20.2）と13.2ポイント改善した。
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• �所定外労働時間は▲21.4（今回▲16.7）と4.7ポイント減少し、貨物の再委託は▲12.4（今回▲
6.6）と5.8ポイント減少する見込みである。
• �経常損益は▲26.6（今回▲7.0）と19.6ポイント悪化する見込みである。

�ž�è�w�“�¯ _ �•���s�¢�©�è �� �å �� �D�™�� �D�8�£�w	Ý�¯�q���™�w�_�è�`

特積 一般 回答事業者全体
52 455 485

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
と
し
て
、
動
画

に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な
ど
実
効
性
の
あ
る
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
令
和
6
年
度
に
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
食
生
活

と
健
康
管
理
」の
啓
発
動
画
を
6
本
、令
和
7
年
度
に「
ド

ラ
イ
バ
ー
の
押
さ
え
て
お
き
た
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン

ト
」
と
し
て
、
運
動
や
睡
眠
な
ど
に
つ
い
て
動
画
8
本
を

作
成
し
公
開
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
令
和
8
年
度
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
こ

こ
ろ
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

な
ど
に
つ
い
て
の
動
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
般
、「《
第
1
回
》
ス
ト
レ
ス
と
は
？
︱
あ
な
た
の
心
と

体
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず
知
ろ
う
︱
」
を
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。

　
大
切
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
健
康
で
長
く
働
い
て
も
ら
う
た

め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
視
聴
し

た
り
、
事
業
者
の
教
育
用
ツ
ー
ル
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
民
の
労
働
衛
生
意

識
の
高
揚
及
び
産
業
界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
衛
生
管

理
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
昭
和
25
年
以
来
、
全
国
労

働
衛
生
週
間
を
主
唱
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
8
年
度
全
国
労
働
衛

生
週
間
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
、
全
国
一

斉
に
積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
事
業
場
に
お
け
る
労
働
衛
生
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
一
層
の

促
進
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

準
備
期
間　
9
月
1
日
～
30
日

本
期
間　
　
10
月
1
日
～
7
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

�「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
貴
重
な
人
材　
心
も
体
も
健

や
か
に　
み
ん
な
生
き
生
き
健
康
職
場
」

※�

詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

new
page_74929.htm

l

厚
生
労
働
省

第
77
回
全
国
労
働
衛
生
週
間

　
10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
で
す
。

　
不
正
軽
油
（
※
）
は
、
刑
罰
を
と
も
な
う
重
大
な
犯
罪

で
す
。
不
正
軽
油
の
製
造
、
販
売
、
使
用
は
も
ち
ろ
ん
、

不
正
軽
油
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
材
料
を
提

供
・
運
搬
し
た
人
、
不
正
軽
油
を
製
造
す
る
場
所
を
提
供

し
た
人
な
ど
も
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
不
審
な
業
者
や
施
設
な
ど
の
、
不
正
軽
油
に
関
す
る
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※�「
不
正
軽
油
」
と
は
、
主
に
灯
油
や
Ａ
重
油
を
不
正
に
混
ぜ
て
、

軽
油
と
称
し
て
流
通
し
て
い
る
も
の
で
す
。
不
正
軽
油
は
、

軽
油
引
取
税
の
脱
税
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
汚
染
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
石
油
製
品
販
売
業
、
運
輸
業
、
建
設
業
等
の
公
正
な

市
場
競
争
を
阻
害
し
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
0
1
2
0

－

7
9
7
6
2
3
（
な
く
な
ろ
ー
ふ
せ
い
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号　
0
7
6
（
2
2
5
）
1
2
7
5

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

keiyu110@
pref.ishikawa.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　www.pref.ishikawa.lg.jp/zei/huseikeiyu/

石
川
県
不
正
軽
油
撲
滅
対
策
協
議
会
・
石
川
県

全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
こ
こ
ろ
の

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
」
動
画
を
作
成

※�「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ド
バ

イ
ス
」
動
画
は
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ

＞

会
員
の

皆
様
へ

＞

労
働
対
策

＞

ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
増
進
対
策
）
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人対車両
車両相互 車両

単独
列車 計

正面衝突 追突 出会い頭 追越・追抜 すれ違い時 右・左折時 その他

件数 3（±0） 1（+1） 14（+5） 6（+4） 5（+3） 0（±0） 4（+2） 1（-6）2（+2）0（±0） 36（+11）

死者 0（±0） 0（±0） 0（±0） 3（+3） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0）0（±0）0（±0） 3（+3）
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事業用貨物車の交通事故発生状況（第1当事者）石川県内

発生件数 死者数（人）

1,070（+66） 12（-3）

令和8年交通事故発生状況　1〜7月（増減）石川県内全車種（乗用車含む）
�¢�€�ß�£

令和8年事故類型別発生状況（1〜7月）内訳
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■発 生 日 時	 4月○日（○）　　　午前4時40分頃　　　天候　晴れ
■発 生 状 況	 運転者が朝一番の積み込み先に向かっている途中、信号交差点を青信号で通過

しようとした際、交差点手前の路肩に停車していた相手に追突し、乗っていた
相手が重傷を負ったもの。

■事故当事者	 63歳男性　　　　相手側　27歳男性
■事 故 原 因	 運転者は、その朝最初の積み込み先に向かっていました。日の出前であたりはま

だ薄暗く交通量も少ない中を順調に走行していると、遠くの方に青の信号機が見
えてきました。信号が変わらないうちに交差点を通過してしまいたいという思いか
ら、信号に注意を集中したまま交差点に近づいたとき、一台の停車車両が路肩に
寄って止まっているのに気づき、慌ててブレーキを掛けましたが、間に合わず追
突してしまいました。注意が一点に集中してしまうと、他の部分は不注意となりま
す。見づらい部分の危険にも対応できるよう、幅広く注意を分散させたいものです。

停 車 車 両 に 追 突
251
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被害／損害

今回の事故は、青信号の間に交差点を通過してしまいたいという焦り、信号を見ることに注意
を向けていたため、停車車両に気付くのが遅れたことなどの原因が挙げられます。ほかにも交
通量も少ないために、集中力が途切れていた可能性も考えられます。
一般的に追突事故は、わき見や漫然運転が原因と言われています。道路交通状況が単調だった
り、交通量が少なかったりすると、危険がなく安全であると思い込み、その結果わき見をして
しまったり、緊張感に欠け漫然とした状態で運転してしまうのではないでしょうか。
注意が一点に集中してしまうと、他の部分は不注意となります。見づらい部分の危険にも対応
できるよう、幅広く注意を分散させたいものです。
※�交差点を進行する際には、横断歩行者や他の車両に対して注意してできる限り安全な速度と

方法で進行しなければならない。（道交法第36条第4項：交差点安全進行義務）

この事故から学ぶ事

提供：中部交通共済協同組合　事故防止部

被害者について
被害者は工場に勤めていましたが、後遺障害によって作業をすることが出来なくなり、勤務先
を退職しました。しかし、次の職を探そうにも障害があるために被害者が実際に出来る仕事も
見つからなく、再就職もままなりません。
被害者には妻と子供が一人いて、働くことが出来ない今、家族三人は被害者の実家に身を寄せ
ています。現時点では被害者の父が働いていますが、将来的に見るとさまざまな面で大きな不
安を残しているのが現実です。

■被害概要
・被害者の職業　　会社員
・被害状況　　　　第2・第7頚椎骨折、頚髄損傷など、入院6ヶ月・通院4ヶ月

■損害額内容
・治療費	 400万円
・休業損害	 200万円
・逸失利益	 9,700万円
・慰謝料	 1,800万円
　　計	 1億2,100万円

■運転者について
免許取消1年の行政処分を受けました。

27歳男子後遺障害5級
総損害額１億２,１００万円
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警察庁・都道府県警察

生活道路における自動車の

法定速度が引き下げられます!!

60㎞/h60㎞/h

高速自動車国道のうち、本線
車道並びにこれに接する加速
車線及び減速車線以外のもの

以下の道路における自動車の法定速度は引き続き60㎞/ｈです以下の道路における自動車の法定速度は引き続き60㎞/ｈです
1 3

自動車専用道路
4

◆決められた速度の範囲内であっても、道路や交通の状況、天候や視界などをよく考えて、安全な速度で走りましょう。◆決められた速度の範囲内であっても、道路や交通の状況、天候や視界などをよく考えて、安全な速度で走りましょう。

◆道路標識又は道路標示により最高速度が指定されている道路では、その速度が最高速度となります。例えば、道路標識により最高速度が 40km/h と指定
　されている生活道路では、最高速度は 30km/h ではなく 40km/h となります。
◆道路標識又は道路標示により最高速度が指定されている道路では、その速度が最高速度となります。例えば、道路標識により最高速度が 40km/h と指定
　されている生活道路では、最高速度は 30km/h ではなく 40km/h となります。

/ｈ/ｈ

※※

令和８年９月１日
改正道路交通法施行令施行

※ここでいう「生活道路」とは、主に地域住民の日常生活に
　利用されるような、中央線などがない道路のことです。
※ここでいう「生活道路」とは、主に地域住民の日常生活に
　利用されるような、中央線などがない道路のことです。

道路標識又は
道路標示による
中央線又は
車両通行帯が
設けられている
一般道路

2
道路の構造上又は
柵その他の工作物に
より自動車の通行が
往復の方向別に
分離されている
一般道路


